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一
b
d二
十
八
日
か
良
一
耳
十
一
一
一
白
ま
で
白
二
週
間
、
審
の
火
挙
防
護
京
高
い
っ
せ
い
に
行
な
わ
れ
凶

…
る
。
乙
の
霊
は
、
手
簡
憂
奥
常
時
媛
な
ど
、
大
火
在
招
き
や
す
い
豪
条
件
に
な
る
た
め
で
、
競
宋
と

…
陪
じ
火
災
へ
の
吉
ぴ
し
い
欝
戒
が
必
要
と
さ
れ
る
。
市
消
防
本
部
は
、

ζ
の
期
間
の
前
半
を
主
ど
し
て
車
碍
"

@
船
舶
火
災
の
予
防
、
立
天
検
川
盟
、
後
半
の
一
週
間
を
一
般
の
火
災
予
防
に
重
点
を
お
き
、
徹
底
し
た
防
火
"

…
渥
動
揺
盆
白
一
あ
げ
る
方
針
交
す
で
に
実
施
計
闘
争
経
み
、
二
月
二
十
八
日
か
ら
田
蕩
査
需
に
は
い
る
態
勢
市

…
を
と
と
白
え
て
い
る
。

消
防
本
部
は
、
四
十
自
年
曹
の
火
災

一
実
施
許
画
む
な
か
で
、
特
に

②
旅
館
@
ホ
テ
ル
に
お
け
る

月
主

ug市
庁
舎
島
田
開
第
一
で
関
か
表
彰
さ
れ
た
e

が
交
番
に
屈
け
出
、
落
し
志
望
ず
に

弘
義
懇
緩
欝
Fr

れ
た
車
問
〔
綾
損
膏
少
年
〕
マ
行
自
弘
容
〔
春
も
ど
っ
た
。
そ
の
斑
能
、
落
し
主
が

機
総
務
綴
議
機
麟
伊
潜
少
件
年
間
日
野
中
一
一
一
年
)
円
v
鶴
木
寧
子
さ
ん
学
校
へ
報
皆
に
来
た
の
で
、
本
人
の

麟
b
v
J
川

雄

品

審

議

(

露

草

草

壁

)

韓

日

付

が

判

明

し

た

も

の

。

譲れ
N
z
仁
総
電
翁

A
f昔
、

t
;
;
J

推
薦
書
@
義
援
平

緩
数
数
畿
緩
鶴
喝
行
}
ー
寸
〓

3

臥
臼
羽
仁
ト
ミ
;
し

護
霊
穣
下
車
五
手
金
融
伊
J
A
J
C
J
h
f

氏

弘

事

束

事

言

ん

は

亀
襲
撃
安
ん
が
よ
円
青
歩
手
ボ
ー
イ
ス
刀
ロ
キ

鵠
叶
J
J閉
会

富

市

擁

護

!

?

ト

勉

一

“

よ

書

室

i
M訪
日
市
棋

譜
渡
機
能
嬢
怒
時
幹
事
合
撃
の
帰
り
に
、
大
舎
は
い
っ
た
と
し
て
ζ
白
書
に
つ
と
め
た
ほ
か

d
轟
議
事
溜
警
護
問
会
議
お
と
な
の
通
勤
用
方
バ

y
を
拾
い
、
地
域
習
少
年
一
白
育
成
に
積
極
的
に
書

の
府
よ
n

よ
い
青
少
年
を
た
た
え
る
そ
田
中
に
ほ
い
勺
て
い
た
名
刺
と
免
加
費
献
し
て
い
る
。

選
議
e
融
当
背
少
年
に
次
の
二
人
が
許
証
か
ら
溶
じ
主
が
b
か

白

、

父

親

揖

璃

者

a
高
製
新
民

台、

け

41事

H

肱
お
ま
た
は
会
も
も
即
日
α
聞
に
恥
科
一
記

を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
明
町
出
さ
れ
て
い
な
い
咋
合
に

は
勤
務
先
か
ら
如
泉
故
収
県
の
交
付
を

う
け
、
申
告
書
仁
必
付
し
前
阻
ま
で
に

提
出
キ
ャ
zu

@
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
@
明
h
E

敷
ヘ
住
宅
)
な
ど
が
品
る
人
③
市
探
民

河湾
払
怒

る

ど

書

己

議

唱

で

丹

唱

a
入

管

2
4

加
一
Z

E
S

も

な

ι

仁

で

と

叩

λ

つ

お

吋
J

い

額

引
J
J

年

台

2

・

F
』

民

金

ト
d

市

掛

田

沢

麓

髄
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共済金支払いF愛
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市
内
局
番

が
よ
い
ご
に
/

一
一
露
関
市
内
属
謡
が
変
量

一
一
宮
電
報
篭
ぷ
日
の
山
内
向
τ&が、

二
月
二
ヤ
一
吋
一
什
口
か
ら

e

一
ケ
タ
に
な
あ
a

混
在
り
局
番
f

七
)
は
(
七
一
)
の

白
番

ι
4
D、
苧
同
に
請
し
く
泊
五
さ

れ
る
分
は
(
七
一
一
)
の
日
蓄
が
ル
止
ま
れ

る
。
乙
れ
は
、
二
申
返
朝
屯
話
回
が
白

亀
語
を
増
や
す
た
め
め
機
械
辺
備

7
F
レ
い
一
)
け
、
九
九
ゃ
に

き
る
機
械
設
備
の
局
番
で
、
新
規
加

入
者
に
使
わ
れ
る
。

消
防
金
呂
出
張

所
に
新
鋭
車

消
弱
宜
部
は
、
一
月
二
十
七
日
金
目

台
を
配
置
し
た
a

問

団

館

2
節

3
会

~
の
~
女

都
市
ト
崎
少

の
2
ウ
土
年

一
間
刀
力
汚
少

一一3
ス
3
際

ウ

ル

慰

ラ

一

立

ブ

ガ

察

1

き

ろ

格

ア
}と

笈

醐

醐

欄

醐

ヰ7

騒申し込み. 3 J:ll 0 13まで



市
教
背
子
世
何
回
弘
之
内
で
は
、
山
本
々
度
の
教
育
の
重
、
①
予
備
実
験
が
出
来
て
観
か
っ
た
印
山
地
り

点
に
「
理
が
教
育
の
振
興
」
を
あ
げ
、
町
内
η
山
間
も
の
で
な
く
身
の
ま
わ
り
に
あ
る
村
料
官
、
或
H
R

丹
、
山
日
正
義
小
学
枚
目
用
糾
京
に
小
平
校
理
科
火
が
れ
れ
る
に
と
を
知
っ
た
閉
山
院
の
教
員
の
欠

験
コ
ー
ナ
ー
を
設
綾
し
た
e
と
の
コ
iρ
ノ
ー
は
出
が
わ
か
っ
た
な
ど
好
評
で
あ
る
。

比
較
的
純
輸
の
あ
さ
い
先
ペ
刀
が
対
象
に
M
m
月
一
刀
、
中
ヴ
J

械
で
は
、
中
学
げ
、
…
用
料
教
肯
川

一
f
一
一
山
一
、
夜
間
は
ち
肘
、
句
河
川
1
八
引
の
理
心
以
(

j

A

問
中
ザ
校
)
押
U
V

川
匂
に
お
い
て
、
珂

耕
民
験
高
間
ケ
同
講
し
て
、
話
々
と
成
県
そ
あ
叫
仰
い
の
什
九
州
け
ん
が
棺
討
に
研
究
し
八
日
い
、
史

げ

て

い

る

.

験

段

品

川

の

川

j
を
は
か
り
広
か
ら
、
混
代
化
さ

り
京
(
上
)
は
、
前
川
滋
油
で
…
M
瓶
球
を
つ
け
れ
で
い
原
制
裁
く
習
の
内
ち
を
捜
究
し
て
い
る

た
め
戸
、
電
波
の
強
調
を
測
史
し
た
わ
し
て
い
る
写
真
(
ド
)
は
、
中
学
校
の
瑛
斜
刊
当
の
先

と

rzaと
の
よ
一
つ
に
一
円

J

の
教
材
を
最
幻
上
牛
一
刀
が
講
師
沙
丙
円
分
述
の
出
伸
か
ら
岩
出
し
、

げ
て
児
車
内
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
は
な
に
か
、
あ
内
電
解
出
向
と
イ
オ
ジ
』
の
一
字
験
者
し
て
い
る
と

る
い
は
、
実
験
観
黙
の
コ

y、
ま
た
戸
ん
な
教
と
ろ
。

呉
在
使
っ
て
、
ど
お
な
惚
序
で
教
え
た
長
箆
イ
オ
ジ
の
機
主
主
徒
に
わ
か
ら
せ
る
た
め

が
良
く
わ
か
っ
て
く
れ
る
か
昔
、
あ
ら
ゆ
る
に
、
ど
主
主
教
室
長
し
た
長
い
か

角
度
か
ら
事
前
に
研
究
し
て
い
る
。

ζ
の
実
験
ま
た
、
ど
ん
な
附
沖
で
掠
究
さ
せ
て
い
っ
た

講
距
で
勉
強
し
た
乙
と
を
も
と
に
、

4
校
へ
い
川
ら
良
い
か
な
ど
、
放
課
佐
川
刊
花
し
あ
っ
た
@

つ
亡
か
ら
さ
ら
に
と
F
丸
内
な
と
で
、
リ
ノ
川
相
光
い
ま
教
首
イ
公
民
ハ
ム
指
暗
唱
は
、
先
々
の
山
内
科
敦

也
ゲ
じ
児
争
に
民
が
の
苧
引
金
つ
け
る
た
め
M
M
ん
刊
に
ち
M
m
に
恥
糾
ん
で
い
る
。

で

い

る

@

批

い

て

、

中

今

↑

引

の

『

白

石

と

役

駒

山

を

受
品
し
た
先
J々

万
の
ア

y
ケ
I
ト
に
よ
る
と
研
究
す
る
。

わが子たちのために市内によい環境針縫保しよう

関係団体的代表78名が集まって〈社会環境の浄化を促進

する会〉が発足し、地域ぜんよの人の参加を得イ活動を

展開している、あなたの積極的な支援も一

射器



門
柁
来
事
沼
市
内
置
大
田
生
援
数
を
も
っ
花
水
小
は
、
H
帆
茸
度
に

ほ
普
通
鞍
室
付
u
m
出
動
箆
不
思
ず
る
と
い
う
=
iい
昔
、
己
れ
に
封
処
し

で
3
間

拘

束

務

総

在

予

定

、

議

議

開

封

勝

守

工陵中学桂墜内運動場3市内小中学校ただ一つ腫内

運動場をもた伝かった江陽中盤内運動場 卒業式に酪

{こ合わそ告と作識も懇ピッチtc。

E
水
門
花
水
す
{
杷
議
経
関
説
〕
花
水
公
民
航
で
は
二

AH一一

;
;
十
六
日
か
ら
↑
一
一
旬
一
寸
六
日
ま
で
五
加
に
わ
た
っ
て
桁

水
文
化
協
航
空
間
A
M
ず
る
。
円
v
開
設
期
日
土
一
付
ニ
イ
六
日
、
一
一
月

抗
日
、
↓
二
日
、
十
九
日
、
一
千
六
日
の
い
ず
れ
も
午
後
一
品
ザ
か

ら
四
時
V
内
百
・
明
白
い
の
く
ふ
う
(
日
本
住
宅
相
h
一
(
昧
)
百
瀬

柄
大
関
民
)
申
文
。
よ
も
や
ま
ぷ
(
約
誕
一
五
小
川
長
ド
川
什
釘
民
)

@
わ
た
く
し
の
お
し
え
ら
れ
た
あ
れ
こ
れ
(
日
乱
賞
品
枠
守
コ

y
サ

ル
タ
ン
ト
小
川
文
民
)
川
町
掛
川
県
ぺ
伯
を
め
く
る
所
作
の
日
調
(
二

目
刊
に
わ
た
っ
て
袖
前
川
い
八
救
峰
い
出
川
治
A
民
)
マ
山
町
一
・
切
人
で
交

A
引
は
相
J

料
、
た
だ
し
教
付
川
口
出
川
必
虫
V
申
し
込
み

f
一
月
二

十一一

H
ま
で
に
花
火
公
民
加
へ
。

(
T
E
L…
一
了
一
八
一
間
〉

門
成
人
の
つ
ど
い
〕
月
卜
刊
日
、
午
伝
入
時
か
ら
間
借
し
た
比
人

の
つ
ど
い
は
、
め
↑
い
刊
に
し
て
は
H

則
前
に
一
向
評
だ
っ
た
。

L

〔
金
員
薄
襲
〕
掠
時
制
人
を
対
裁
に
、
陸
出
凶
保
持
と
翁
併

主
主
は
か
る
ζ
と
を
訂
的
に
婦
人
科
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
フ
会
員

を
製
品
し
て
い
る
。
バ
レ
i
、
バ
ド
ミ

y
ト
y
、
出
掛
、
ダ
Y
ス
な

ど
L
興
味
の
あ
る
己
掛
人
は
、
ど
し
ど
じ
応
詳
し
て
く
だ
さ
い
。
申

し
込
み
は
、
規
公
民
話
へ
二

H
二
十
日
ま
で
に
。

門
ハ
レ
?
ポ
ー
ル
大
金
〕
一
二
阿
川
口
苧
刊
耐
え
た
間
活
ぽ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
は
、
一
一
月
二
十
一
一
一
日
(
日
)
午
前
九
訴
か
ら
明
小
キ
校
校
庭
で

が
怒
川
一
川
抗
で
開
位
さ
れ
る
。
こ
ぞ
っ
て
戸
授
を
。

日
:
一
門
世
通
安
全
対
策
護
員
会
}
辺
地
ば
の
持
山
い
約
九
日
の
交
通

J

V

引
の
ハ
一
は
い
い
七
八
人
で
叫
戊
し
た
立
通
安
金
対
郎
壬
h
M
ハ
ム
が
発

冗
し
た
。
え
パ
比
仇
〈
〈
J
h
F
F
4
は
ぐ
る
み
て
巧
え
よ
ム
ノ
と
、
け
阿
川
例

会
を
開
術
、
税
仙
肝
心
立
乙
て
J
/
J
M
梓
押
、
中
行
」
止
の
閃
也
、

uvwu咋

の
か
人
ザ
存
ど
ノ
パ
ル
I
4
の
出
発
、
山
F
h
町
役
ほ
か
為
も
の
。
探
一
一
れ
は

一
一
月
ぃ
二
日
に
聞
い
た
ぜ

市
教
育
香
川
副
会
は
、
数
討
服
叫
以
前
駅
間
聞
に
全
刀
を
FJt"
で
い
て
レ

る
が
、
本
釘
叫
比
一
一
色
ぷ
ヲ
t
仁
、
大
野
中
、
全
印
小
、
世
出
山
、
市

内
uw大
の
必
殺
紋
を
も
っ
松
中
A
u
d
r松
壮
行
と
什
中
日
前
川
の
な
レ

中

r
出
予
J
H
ふ
以
後
と
な
り
た
行
制
中
ザ
校
一
同
町
内
躍
動
対
を
判
次

い
で
紅
ば
山
小
で
あ
る

U

昨
れ
叫
に
つ
い
で
、
こ
」
}
し
も
了
殺
や
り

別
加
は
め
だ
う
て
お
ハ
ツ
、
小
山
松
て
で
は
一
-
1
1
六
ρ
一
叩
慨
が
山
え
、

児
性
教
も
一
万
一

-F1
余
と
な
っ
た
。

な
打
、
内
寸
一
一
杯
出
ふ
ま
で
の
松
《
的
歩
的
化
汗
は
凡
な
松

一

一

七

省

五

り

、

中

年

校

五

一

一

-

一

o

J

E

あ

る

。

〔

治

問

年

〕

タ

陶

ク

日

刊

治

〔
筏
書
薪
設
〕
マ
式
野
中
控
書
@
引
制
令
哲
活
設
中
山
と
を
利
化
泊
喝
会
(
会
九
品
開
肘
静
十
円
民
)
ほ

の
品
し
い
浬
引
去
の
略
的
じ
話
一
一
-
し
、
銑
街
コ
ン
ク
リ
ー
ド
一
二
諮
れ
問
問
一
二
寸
凶
年
{
目
的
《
一
定
成

階
建
て
校
舎
(
抗
日
通
教
下
八
、
頭
利
一
十
寸
市
捕
者
一
)
一
子
程
し
以
九
犬
十
年
目
安
迎
文
、
と
れ

民

集

m
q白
一
ハ
十
一
札
止
!
万
は
川
、

γ
一
向
調
間
千
一
也
百
人
前
万
円
安
ー
か
け
て
礎
技
公
情
酬
を
ぷ
念
し
て
、
二
月
九
円
に

中

。

震

は

、

今

月

二

十

二

日

の

予

定

。

寄

刊

十

周

年

記

実

室

開

催

2
U

マ
金
田
小
醍
舎
・
商
海
道
新
幹
線
の
尉
引
に
よ
る
T
A
Y

泊

格

(

公

民

よ

た

ω

筈

〉

移

転

改

築

の

閣

議

助

言

め

ら

れ

、

注

九

月

米

に

針

欄

肌

露

軍

合

長

公

民

館

を

手
、
=
一
月
末
の
完
成
予
定
で
新
幹
叫
榔
か
ら
兆
側
二
百
五
十
日
川
離
己
協
使
っ
て
い
る
伊
体
に
よ
る
芸

れ
た
新
校
制
に
芭
ピ
ソ
チ
で
工
事
中
。
鉄
筋
立
ン
ク

yτ
ト

一

二

日

開

発

長

会

を

、

二

月

二

十

一

-

一

階
建
て
…
一
主
主
力
げ
の
大
き
な
校
舎
で
、
語
、
装
甲
一
十
、
日
立
言
語
か
、

hp一
ず
る
。
出
む
の
は
、
コ
1}フ
ス
、

四
月
山
件
、
関
工
、
背
楽
、
域
限
川
引
の
特
別
紘
一
弔
各
一
、
図
書
部
一
な
れ
訳
、
民

i

品、
m比
一
師
、
八
日
同
な
と
。

ど
鎖
ス
四
月
か
b
A仁
枝
新
校
舎
へ
移
転
で
怠
る
と
人
区
む
だ

b

門
田
哩
罰
金
〕
公
判
尚
一
利
同
日
体
に
よ
み
恒
一
太
へ
が
、
一
↑
一
月
一
一
日
刊
山
町

工
事
践
は
w八
千
ご
向
万
円
。
か
ら
打
出
ま
で
?
!
H
f
川
、
作
花
、
機
骨
一
郎
自
民
一
小
が
行
な
ね
れ
る
。

マ
議
田
小
校
昔
@
警
の
主

Ind-JF危
険
誌
に
一
霊
安
由
民
臨
ま
つ
り
〕
ム
主
慰
安
泥
ま
つ
り
は
、

認
定
さ
れ
た
も
の
を
婚
に
、
出
席
情
的
ア
ハ
ー
げ
て
七
一
月
に
r
I
b
A

一
二
月
七
れ
か
ら
一
日
間
下
、
約
品
宏
一
ー
や
院
同
会
な
と
予
一

し
た
荻
筋
叶
山
岳
山
に
川
き
3
M

昔
話
仰
に
、
一
向
一
六
完
成
注
目
指
レ
一

f
な
れ
れ
ゐ
。
w
話

出
h
什
h
E
E二
月
以
日
ま
℃
弄
試
し
て
い
る
。

て
、
銑
節
コ
ン
ク
ロ
ー
ト
一
一
冊
建
て
校
丹
八
百
平
方

μ
袋

一

作

nmは
、
松
山
間
、
話
、
り
去
、
手
よ
一
定
ど
コ

重
諒
一
、
襲
、
図
工
、
音
楽
室
二
を
塁
。
一
円
殺
と
子
の
世
話
会
一
一
月
八
日
午
後
一
時

7
四
時
、
午
後
七
時

至

霊

は

二

千

五

白

芝

山

一

一

1
九
時
の
二
郎
、
脱
出
会
を
開
催
す
る
。
映
画
は
、
交
通
安
全
シ

一
ジ
ナ
i
斑
ひ
の
実
態
、
な
か
ま
た
ち
、
マ
ジ
ガ
な
と
、
お
出
か
け
を

義
武
小
控
今
回
十
四
年
度
は
四
五
宗
と
な

q
普

通

一

号

拍

車

学

窓

署

長

官

、

襲

金

管

、

崇

器

地

区

議

人

教
室
が
沼
教
寄
一
不
足
す
る
。

ζ
れ
に
対
処
し
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
一

一

f
品
揮
に
毛
築
学
級
室
開
越
し
て
い
る
a

D
iド
校
舎
(
回
数
長
)
を
一
一
一
月
末
完
成
予
炉
ヨ
で
慈
市
問
中
。
工
一

一
自
著
門
体
宮
様
興
企
〕
間
崎
地
区
で
初
め
て
の
佑
育
振
興
会

費

は

一

千

八

百

魚

万

円

。

一

照

時

一

f
d
"

が
さ
る
戸
口
に
路
日
比
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
一
部
落
総

〔
撞
内
遼
酌
場
知
設
〕
ザ
江
開
暗
中
学
校
屋
内
説
動
場
・
市
内
山
一
げ
で
行
な
っ
た
。

小
中
学
校
中
、
た
だ
一
つ
主
間
連
動
月
刊
の
な
か
っ
た
孔
v
h
山
J
一
日
〔
父
親
字
紙
〕
小
一
氏
館
と
ム
干
し
釘
小
?
1
Aの
引
佐
で
、

校
に
も
、
自
震
の
一
円
つ
長
正
義
一
三
完
了
し
た
出
先
一
:
金
田
一
月
寸
昔
、
約
百
人
の
誌
が
参
加
、
父
親
学
離
を

し
よ
う
穿
駒
あ
と
に
、
鉄
扇
寸
ン
ク

y
ト

L
A競
て
骨
内
活
一
開
い
た
。
テ
!
マ
は
一
一
時
仲
間
間
新
首
に
つ
い
て
』
で
好
評
だ
っ
た
。

品
開
間
期
(
講
持
品
)
九
百
六
十
立
引
い
れ
、
工
費
三
千
百
万
円
で
怒
訪
中
む
一
門
宿
泊
由
日
曜
〕
一
一
一
月
九
官
、
十
自
の
両
日
、
制
限
民
位
協
と
一
梢
に
金

F

初
公
民
館
運
営
香
日
開
会
は
、
湯
河
原
温
泉
で
町
駅
悼
会
を
簡
〈
@

譲 り 合 い の 精 神

ドヨイハーとしで毘もたいせつな

ととの つ:立、 ;;JI1 ~)Oいの精神です。

①交通が;耳鳴する交超自では、匝;進

JtiとそiJ1i'Qr.はお、lこ譲り合主。

也}.!1)()むでは、 i むを優位的に且して
Jやる o

@"'，.)I.'I';¥に l'い
G立、 IJ 、 ~lj;Fn

を諜ってやる。

@.T'f~rl 】の;邑wでは、おいに誠D

合〉。

(14) 

ーハイクエイから転毅一
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の
指
導
に
よ
D
、
割
問
構
軍
の
時
代
、

額
融
の
投
界
、
車
輸
の
世
界
、
万
柑

流
賦
入
、
由
国
車
旅
戸
付
案
内
な
ど
の
学
習

宇
託
制
け
、
六
十
二
人
が
受
講
し
た
。
十
一

閉
講
し
て
み
る
と
、
予
h
た
め
で
古
っ
て
時
訳
、
県
立
唱
域
闘
で
訓
叫
判
所
の

朗
、
の
深
み
と
、
民
校
総
神
に
ふ
れ
る
乙
主
配
技
帥
荒
瀬
氏
日
先
ル
ル
ム
ほ
か
-
一
人
が

と
の
す
ば
白
し
古
に
う
た
れ
、
も
っ
と
指
噂
に
あ
た
っ
た
a

控
習
を
続
け
た
い
と
の
意
見
伊
予
〈
出
エ
ン
ジ
ン
関
持
、
電
抽
出
樹
併
、
ハ
ン

さ

れ

た

。

ド

ル

@

ブ

レ

ー

キ

涜

係

、

ク

ラ

ッ

チ

、

そ
こ
で
、
一
月
の
は
己
め
、
受
議
長
ミ
ッ
シ
ョ
ン
関
係
な
ど
。
講
義
、
実
一
割
一
さ
ん
に
貯
び
か
け
て
い
る
。

古
学
習
内
容
、
学
習
君
主
、
梢
題
の
喜
喜
習
集
り
、
一
一
一
十
人
一
三
省
、
豊
〈
一
塁
道
路
に
奪

還
営
方
法
な
と
L
つ
い
て

7
yケ
l
ト

が

受

講

し

た

。

一

一
ま
く
と
と
お
っ
て
耐
酷
で
す
。

を
と
っ
た
襲
。

ζ
ζ
に

襲

警

学

覇

閣

を

き

え

た

喜

一

マ

庭

木

の

察

警

し

て

、

隣

近

所

に

習
す
る
グ
ん
1
プ
案
成
す
き
と
に
法
禅
コ
ー
ス
は
、
十
一
月
か
ら
十
三
#
惑
を
か
け
る
票
善
い
。
芸
い

髄
古
典
の
深
み
に
ふ
れ
る
月
の
椙
週
金
曜
日
に
五
回
ぶ
わ
た
っ
て
な
っ
た
、
混
入
学
校
受
講
症
以
舛
の
人
月
の
五
回
、
十
一
五
五
時
間
学
帯
、
構
一
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

襲

警

l
語
、
十
一
月
1
十
一
一
襲
、
国
芸
大
学
問
野
弘
産
量
挫
で
も
入
金
ヂ
希
望
す
る
人
は
、
次
へ
申
前
市
立
大
量
白
雪
先
生
古
事
に
一

し

込

ん

で

ほ

し

い

。

よ

り

、

祭

間

生

活

と

長

律

、

親

波

長

一

部

註

立

ち

入

り

マ
申
し
込
み
e

二
月
二
十
日
i
二
十
八
禅
、
洞
院
と
法
持
、
相
再
開
師
、
土
地
一

日
ま
で
に
浅
間
町
千
二
日
書
毒
物
、
霊
会
ー
な
ど
に
つ
い
て
一
の
お
知
ら
せ

た
香
員
会
社
会
教
育
議
へ
実
際
の
判
例
を
一
ま
じ
え
た
学
問
攻
柿
け
一
神
荒
川
県
平
野
山
土
木
主
売
買
収
、

相
マ
期
間
@
四
十
四
年
一
時
一
月
1
凶

十

五

厚

手

た

が

受

講

し

た

。

一

道

援

良

引

会

一

一

月

ま

予

月

に

ご

出

額

慌

の

ブ

ラ

シ

を

演

四

国

一

の

た

め

、

W

F

F

7
講
師
e
属
学
院
大
学
助
教
授
悶
軍
旅
の
設
計
コ
ー
語
、
十
一
月
か
と
な
う
。

が

彦

民

十

二

月

告

で

拝

週

火

離

の

五

宙

開

講

さ

一

場

所

は

、

昨
山
手
智
内
線
@
霊
童

γ帯
二
十
れ
、
皇
室
会
話
井
上
心
笹
川
事

な
蔑
説
植
物
闘
見
学
な
ど
師
に
、
時
刻
表
的
見
刀
、
周
遊
券
の
良

肌
守
会
演
@
月
額
一
一
再
を
一
↓
一
月
と
九
月
い
方
、
車
@
ホ
テ
ル
員
同
む
し
か

に

徴

収

た

、

汽

中

@

舶

の

説

、

雨

露

旅

日

り

の

侶

口
比
一

一一
円
い
一

色

教
育
委
員
会
社
会
教
宵
謀
宥
ほ
、

ス
別
由
学
習
の
ま
と
め
を
発
表
し
た
。

獲
を
縛
る
機
会
を
日
与
え
、
連
帯
意
識
m

と
万
摺
誌
コ
ー
ス
の
受
講
生
た
ち
は
、

せ
、
広
く
市
民
自
害
加
世
帯
噂
し
て
い
る
e

マ
掘
叫
肱
守
・
小
内
訳
同
体
(
A
M

問
)

寸
一
帯
・
自
制
九
男
(
城
島
第

一
一
)
杉
山
勝
(
部
品
紘
一
)

マ
一
一
等
・
高
烈
読
鉛
(
蹴
隣
町
山

一
一
)
鈴
木
哲
治
(
盟
問
)

江
旅
克
二
(
念
出
)
高
叫
ん

忠
(
城
島
第
二
〉

ノ

会~?;~J也はそのまま、草 fi' うぼう、そ

と、こんなことのないよう管理者

は草をかワとってください。

のうちそこはごみの山、火事のも

ベンとカメラの

アフリカ動物関行一
毎 Eヨ新慢な



衛生課は、 ，4J3からう月にかげて

腎のレントゲジ検査を実施する。

がんの中で一番多い、慢がんの早期

発見鉛ためも相歳以上の人{昭和4
年 Z月末日以前の出生者)<0管のレ

ジトゲY横査を巡回で行なう。

検査人民に俗j騒があるので、阜めに

申し込んでほしい。

盟横査時期・ 4月下旬-5月上旬

盟検査場所@各公民鍔{申し込み人

員の多少によ b決定)

輔申し込み翼耳環・ヲ月10日厳守(電

話による申し込みは、不可}

盟申し込み方法・住所、世帯主、本

人名、生年月日、穏謡番号を明記し

集世主諜ば、書好奇 I~実施した44年予
防接種の害事 1俸Yベノレ;7!JY反応境

重苦垂、あまず主ζろあと 1会場巡回

で終了し、引き続いて百臼ぜ君臨ジ

フテ』ヤの予防接穫が2月17E1から

1治まる。また凶月から五月にかけ

て、胃のレントゲジ換え三を実施する

t発表した。

猛
鰻
ふ
る
う
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ちの

よき友だちとなる

問い合わせは

(22) 7303 

みえまと克童舘へ

(2閉め巡釦箆程}

3月 13白金問公民館全国公民館

ク 14E1 中原公民鍔

。IS白土沢中学校旭公民館

" 17日 !日四之宮公民館横内部

主話

ク 18日 豊 田 公 民 館 八 需 公 民 館

r 19白 神照会民主立松原公民館

ク 20日 須 賀 公 民 館 祐 京 公 民 館

ク 22日 見附台式首筋富士見公

民館

臨時間・各会とも1J時宮口分-1ラ時

との接種金受けたら、かならず判

定を受けないと主主味があDません。

判定の結果、陰性の干4こはBCGを

接種するζ とになる。

瞳対謀。昭和38・4・2尽から昭43
・9・30日までに"まれ穴子。

覇必携@予防接種には室手

帳』をお忘れなく。

盟巡沼周程(接種目〕

2月18日見知台武治

盟巡回鼠寝{判定日〉

2月初日 見附台武道トヰ

購時間・ 13侍3日分から15ft寺

百日ぜき・ジフテロヤ混合予防接

種は、 2月17日からE実務ナる。蜜児

凌病魔から守る士めに欠かせないも

の。 ζ の百日ぜき・ジアテ')ヤ混合

予防接種は、日を汚いて 3巴;接種し

ないと効果があ臼ません。ぜひ、も

よ Dの会問へ鼓兇をおつれくださ

い。 17日以設の日邸主iへのとお口。

瞳対量・①日s43・5'1-43・10'
31日までに生まれた昂ちゃんと.':1:::ま

れてから 1巨!も設置していなレもの
(2月、 3月、 4Flの 3
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市内柳町の南軍軍「薬師際Jの門前にあるき勺留曲碑

鞍死者の慰箆碑とじでは抜群田もの

みんなの煩い交遂安全

歩行者l立正しい横控訴を

号電車王者は歩行者の保惑を
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